
１３号書面の代理人氏名欄に「ほか」と出てしまう 

申請用総合ソフトから、特例方式において追完書類を提出する時に使用する「書面により

提出した添付情報の内訳表」、いわゆる「１３号書面」を印刷すると、代理人名の後に「ほか」

と表示されることがあります。これは、代理人が複数いる場合なら不思議ではありませんが、

代理人が１名なのに「ほか」と出るので、意味がわかりません。 

 

これについて、いろいろと調べてみると、代理人が１名であるにもかかわらず、「ほか」と

表示されるのは、申請書の中に「申請人」項目と「代理人」項目の両方がある場合である事

がわかりました。 

申請用総合ソフトにおいて、「申請人」項目は、項目分類の中で「共通項目」に分類されて

おり、他にこのカテゴリーに分類されているものは、「その他事項」、「申請人兼義務者代理人」、

「代理人」、「権利者代理人」、「義務者代理人」、「復代理人」があります。これに対して、「権

利者」、「義務者」などは「名義人項目」に分類されています。 

 

 

このことから推して、申請用総合ソフトにおいて「申請人」とは、「代理人」と同列に置か

れるべき存在と扱われている事がわかります。すなわち、申請用総合ソフトにおける「申請

人」とは、「この申請を実際に行なった者」という意味で、「法令上、申請権限を持つ者」と

いう意味ではないということです（ただ、同じ「共通項目」に分類されている項目でも、こ

の現象が発生するのは「申請人」項目だけでした）。 



すなわち、申請用総合ソフトにおける「申請人」とは、「この申請を実際に行なった者」と

いう意味なので、追完書類を提出する義務を負う者でもあるということになり、「代理人」の

ほかに「申請人」という提出者がいるのだから、添付情報の提出者は２人以上いるというこ

とになり、その結果、「ほか」という記載が表示されるのだと考えられます。 

したがって、これを避けたければ、「困った時には『その他事項』を使え」ということで、

専用項目としての「申請人」欄を使わず、「その他事項」欄を使って「その他事項 申請人 住

所 氏名」などと記載した申請書様式を作成すれば「ほか」の文字は出なくなります。 

 

 



 

 

なお、申請用総合ソフトでは、「その他事項」欄は１つの申請書で１回しか使えません（以

前の申請書作成支援ソフトでは２箇所使えました）から、他の場所にすでに「その他事項」

欄があるときは、そちらを削除してから 項目挿入 ボタンをクリックし、「共通項目」から

「その他事項」を指定して 追加 ボタンをクリックしてください。 

 


